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耕
馬
、
羊
、
鶏
な
ど
が
い
た
。
当
時
は
牛

の
乳
搾
り
や
牛
馬
の
餌
や
り
、
糞
出
し
、

草
刈
り
…
な
ど
の
仕
事
を
し
な
が
ら
動
物

た
ち
と
の
関
係
を
築
け
た
が
、
今
は
そ
ん

な
家
庭
は
ご
く
稀
で
あ
る
。

　

90
年
代
初
め
に
フ
リ
ー
記
者
に
な
っ
た

筆
者
は
、
北
海
道
の「
農
と
食
」の
現
場
を

取
材
し
、
適
正
規
模
の
酪
農
を
追
求
す
る

人
ら
と
出
会
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
、
物
言

わ
ぬ
牛
た
ち
が
大
型
化
と
穀
物
多
給
に
よ

る
負
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
痛
感
。
01

年
秋
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
方
で
生
ま
れ
た
乳

牛
が
狂
牛
病（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）と
確
認
さ
れ
た
の

を
機
に
、
翌
年
夏
に
は
拙
著『
狂
牛
病
を

追
う
』を
上
梓
す
る
に
至
る
。

　

先
行
す
る
欧
州
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
事
情
に
は
疎
か
っ
た
が
、
出
版
か

ら
間
も
な
い
こ
ろ
、
東
京
の
動
物
保
護
団

体「
地
球
生
物
会
議（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
）」代
表

の
故
・
野
上
ふ
さ
子
さ
ん
か
ら
電
話
を
も

ら
っ
た
の
を
契
機
に
、
家
畜
福
祉
に
つ
い

て
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

東
京
の「
農
業
と
動
物
福
祉
の
研
究
会
」

に
入
会（
の
ち
に
解
散
）す
る
一
方
、
14
年

に
は
道
内
有
志
に
よ
る
Ａ
Ｗ
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
や
映
画
会
、
農

場
見
学
な
ど
を
企
画
し
た
が
、
中
身
は
生

産
サ
イ
ド
に
偏
り
が
ち
。「
消
費
者
が
変
わ

れ
ば
社
会
を
変
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
」と
感
じ
、「
都
市
住
民
を
主
な
対
象
に

Ａ
Ｗ
に
つ
い
て
学
ぶ
場
を
創
っ
て
み
た

い
」と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
役
員
を
務
め
て
い
た（
一
社
）ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
協
会
の
一
事

業
と
し
て
実
施
を
模
索
し
た
が
、
内
部
の

理
解
を
得
ら
れ
ず
見
送
り（
19
年
初
め
）。

そ
こ
で
、
農
業
や
原
子
力
関
連
の
講
座
で

交
流
の
あ
っ
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
っ
ぽ
ろ

自
由
学
校「
遊
」の
小
泉
雅
弘
事
務
局
長
に

相
談
し
、
Ａ
Ｗ
を
テ
ー
マ
に
し
た
連
続
講

座
を
開
講
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　

そ
の
Ａ
Ｗ
講
座
は
19
年
10
月
に
始
ま

り
、
ほ
ぼ
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
現
在
も
続

く
。
半
年
ず
つ
開
催
し
、
こ
の
９
月
で
計

８
期
、
延
べ
44
回
を
数
え
る
。
こ
う
し
た

定
例
の
市
民
講
座
に
加
え
、
内
外
の
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
事
情
に
明
る
い
研
究

者
ら
を
招
い
て
の
講
演
会
や
、
道
内
の
農

場
見
学
会（
計
６
農
場
）も
企
画
し
た
。

「
遊
」で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
講
座

の
す
べ
て
を
仕
切
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、

こ
の
講
座
は
筆
者
ら
数
人
の
ス
タ
ッ
フ
が

企
画
・
運
営
す
る
。
第
１
期
開
始
か
ら
間

も
な
く
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
今
春
ま

で
の
３
年
間
は
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
講
座

を
継
続
。
最
初
の
１
年
余
り
は
畜
産
動
物

の
福
祉（Farm

 Anim
al W

elfare

＝
Ｆ

Ａ
Ｗ)

に
絞
っ
た
が
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

希
望
も
あ
り
、
そ
の
後
、
実
験
動
物
や
伴

侶
動
物（
ペ
ッ
ト
）、
動
物
園
な
ど
の
展
示

動
物
、
野
生
動
物
と
の
共
存
・
共
生
を
め

ざ
す
講
座
も
盛
り
込
み
、
活
動
の
す
そ
野

を
広
げ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
過
去
の
講
座
の
主
な
テ
ー
マ

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

※
第
１
期（
19
年
10
月
～
20
年
１
月
）

　

・
Ａ
Ｗ
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

・
放
牧
酪
農
の
有
利
性

　

※
第
２
期（
20
年
５
月
～
９
月
）

　

・
生
産
現
場
で
見
る
Ａ
Ｗ
の
実
態

　

・「
山
地
酪
農
」と
エ
シ
カ
ル
消
費

　

・
動
物
た
ち
の
た
め
に
あ
な
た
が
で
き

ルポライター
滝川 康治

〝農と食〟〝農と食〟
北の大地から北の大地から

連載第 201 回

アニマルウェルフェアをめぐる市民講座の歩み
～さっぽろ自由学校「遊」の取り組みから～

こ
の
連
載
で
も
何
度
か
紹
介
し
た
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

（
家
畜
福
祉
・
Ａ
Ｗ
）に
つ
い
て
、
筆
者
が
学
習
や
取
材
を
始

め
て
20
年
ほ
ど
に
な
る
。
市
民
の
認
知
度
は
ま
だ
低
い
が
、

最
近
よ
う
や
く“
そ
よ
風
”が
吹
き
始
め
た
。「
消
費
者
が
変
わ

れ
ば
社
会
も
変
え
ら
れ
る
。
都
市
住
民
を
中
心
に
Ａ
Ｗ
に
つ

い
て
学
ぶ
場
を
創
れ
な
い
か
」と
考
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
っ

ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」の
事
業
の
一
環
と
し
て
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
の
連
続
講
座
を
４
年
前
に
ス
タ
ー
ト
。
講
座
や
見

学
会
な
ど
を
続
け
、
今
春
に
は
Ａ
Ｗ
の
入
門
ガ
イ
ド
と
な
る

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
も
刊
行
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
が
長
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
道
内
外
に
受
講
者
が

広
が
る
中
で
、
今
後
も
地
道
な
取
り
組
み
が
続
く
。
講
座
な

ど
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
担
当
し
て
き
た
経
験
も
踏
ま

え
、
そ
の
歩
み
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

　

２
０
２
０
年
暮
れ
に
発
覚
し
た
、
採
卵

鶏
の
飼
育
基
準
に
関
わ
る
農
林
水
産
大
臣

絡
み
の
贈
収
賄
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
多

く
の
人
が「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」

（
家
畜
福
祉
・
Ａ
Ｗ
）と
い
う
言
葉
に
接
す

る
機
会
が
増
え
て
き
た
。
筆
者
が
Ａ
Ｗ
を

め
ぐ
る
取
材
な
ど
を
始
め
て
20
年
ほ
ど
、

「
よ
う
や
く“
そ
よ
風
”が
吹
い
て
き
た
か

な
…
」と
感
じ
る
。

　

そ
れ
で
も
認
知
度
は
ま
だ
低
く
、「
家
畜

に
福
祉
、
何
そ
れ
？
」と
い
う
受
け
止
め

方
が
大
勢
で
あ
る
。
日
常
生
活
の
中
で
家

畜
と
接
す
る
機
会
が
乏
し
く
、
畜
産
動
物

と
い
え
ば
パ
ッ
ク
詰
め
さ
れ
た
肉
や
卵
、

牛
乳
し
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
の
だ
。

　

戦
後
の
早
い
時
期
に
道
北
の
農
村
地
帯

で
育
っ
た
少
年
時
代
、
身
近
に
乳
牛
や
農

狂
牛
病
の
書
出
版
か
ら
20
年
余
り

よ
う
や
く
吹
い
て
き
た“
そ
よ
風
”

伴
侶
動
物
な
ど
に
も
す
そ
野
広
げ

19
年
か
ら
続
く「
遊
」の
Ａ
Ｗ
講
座

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
で
多
彩
な
講
師

講
座
終
了
後
に
フ
リ
ー
懇
談
の
場
も

▲連続講座のテーマは幅広く、この時はペットフー
ドの問題点などを考えた（19年 11 月、札幌市内で）

◀足寄町「ありがとう牧場」の見学会。コロナ禍で参
加者は少なかったが、放牧や乳牛の生態などをじっ
くり学んだ（20年７月）

家
畜
福
祉
の
認
知
度
が
ま
だ
低
い
中

届
き
始
め
た
若
い
世
代
か
ら
の
反
響

アニマルウェルフェア講座の関連企画で実践農場の見学会も開催し、放牧酪農と山林内での放牧養豚に取り組む上士幌町の「十勝しんむら牧
場」を訪問。牧場主の新村浩隆さんから説明を聴く参加者たち（21年７月）
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が
で
き
る
状
態
に
あ
る
こ
と
」

　

し
た
が
っ
て
、
草
食
獣
の
牛
に
大
量
の

濃
厚
飼
料（
穀
物
な
ど
）を
与
え
る
こ
と
は
、

本
来
の
生
理
や
生
態
を
蔑
ろ
に
す
る
。
鶏

は
、
地
面
を
突
つ
い
て
餌
を
つ
い
ば
み
、

砂
浴
び
を
し
て
体
の
汚
れ
を
取
り
除
き
、

暗
く
な
る
と
高
い
木
に
止
ま
っ
て
休
む
動

物
だ
か
ら
、
ケ
ー
ジ
に
収
容
し
た
り
、
狭

い
鶏
舎
に
閉
じ
込
め
て
急
速
に
太
ら
せ
る

こ
と
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
基
本

に
反
す
る
─
─
と
強
調
し
た
。
こ
の
あ
た

り
を
理
解
し
て
も
ら
え
ば
、
Ａ
Ｗ
と
は
正

反
対
の
飼
い
方
が
さ
れ
て
い
る
実
態
に
気

づ
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
で
は
、
律
令
時
代
か
ら

明
治
初
期
に
至
る
12
世
紀
も
の
間
、
肉
食

を
避
け
て
き
た
日
本
の
食
文
化
と
、
肉
食

の
風
土
を
下
地
に
動
物
虐
待
の
反
省
を
踏

ま
え
て
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
取
り

組
ん
で
き
た
欧
州
と
の
違
い
に
も
触
れ
た
。

今
は
Ａ
Ｗ
後
進
国
の
日
本
だ
が
、
工
場
畜

産
か
ら
抜
け
出
し
、
か
つ
て
の
食
生
活
を

取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
の
推
進
に
も
つ
な
が
る
。

　

牛
や
鶏
、
豚
の
過
酷
な
飼
育
実
態
を
は

じ
め
、
先
月
号
に
も
書
い
た
採
卵
鶏
を
め

ぐ
る「
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
」の
動
き
も
紹
介
。

「
北
海
道
か
ら
持
続
可
能
な
Ａ
Ｗ
酪
農
を
」

で
は
、
２
０
５
０
年
に
向
け
た
戦
略
目
標

と
し
て
次
の
５
項
目
を
提
案
し
た
。

　

①
穀
物
の
多
給
に
よ
っ
て
高
泌
乳
を
追

求
す
る
こ
と
を
止
め
、
少
な
い
乳
量
で
成

り
立
つ
酪
農
へ
転
換
を
図
る

　

②「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
基
本
法
」

を
制
定
す
る
一
方
、「
動
物
愛
護
管
理
法
」

に
基
づ
く
規
制
を
強
化
し
て
い
く

　

③
放
牧
志
向
の
酪
農
を
重
点
的
に
支
援

　

④
Ａ
Ｗ
や
放
牧
、
有
機
畜
産
に
関
心
が

高
い
若
者
対
象
の「
学
び
の
場
」を
創
る

　

⑤
家
畜
虐
待
な
ど
健
全
な
牧
夫
精
神
を

期
待
で
き
な
い
酪
農
家
の
転
職
を
促
し
、

　

る
こ
と

　

・
Ａ
Ｗ
と
食
の
安
全
・
安
心

　

※
第
３
期（
20
年
10
月
～
21
年
２
月
）

　

・
放
牧
酪
農
家
に
と
っ
て
の
Ａ
Ｗ

　

・
ア
ニ
マ
ル
ラ
イ
ツ（
動
物
の
権
利
）か

　

ら
見
た
家
畜
福
祉

　

・
実
験
動
物
の
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

　

※
第
４
期（
21
年
４
月
～
９
月
）

　

・
採
卵
鶏
や
肉
牛
の
Ａ
Ｗ

別
分
野
へ
の
就
労
を
支
援
す
る

　

農
場
レ
ポ
ー
ト
に
登
場
す
る
の

は
、
足
寄
町
の
あ
り
が
と
う
牧
場

（
放
牧
酪
農
）、
別
海
町
の
高
橋
牧

場（
同
）、厚
真
町
の
小
林
農
園（
平

飼
い
養
鶏
）、
栗
山
町
の
Ｔ
ｈ
ｅ

北
海
道
フ
ァ
ー
ム（
同
）、
上
士
幌

町
の
十
勝
し
ん
む
ら
牧
場（
放
牧

酪
農
＆
養
豚
）の
５
つ
。
現
場
の
雰
囲
気

が
伝
わ
る
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
。

　

沖
縄
県
の
石
垣
島
で
肉
用
牛
の
繁
殖
経

営
に
取
り
組
む
比
屋
根
恵
さ
ん
は
、
鹿
児

島
港
ま
で
40
時
間
ほ
ど
か
け
て
行
な
わ
れ

る
、
牛
た
ち
の
海
上
輸
送
の
過
酷
な
実
態

を
レ
ポ
ー
ト
。
防
疫
上
の
問
題
と
甚
大
な

経
済
被
害
の
恐
れ
も
指
摘
し
、
完
成
し
た

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
畜
産
関
係
者
ら
に
配
り

Ａ
Ｗ
の
改
善
を
働
き
か
け
て
い
る
。

　

新
潟
動
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｎ
Ｄ
Ｎ
）の

代
表
を
務
め
る
岡
田
朋
子
さ
ん
は
、
20
年

ほ
ど
前
に
始
め
た
犬
や
猫
の
保
護
活
動
を

続
け
る
一
方
、
近
年
は
畜
産
動
物
の
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
に
も
取
り
組
む
。
そ
の
歩
み
や

活
動
内
容
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、

畜
産
動
物
以
外
の
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
つ
い

て
は
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
徳
光
綾
子
さ
ん

（
札
幌
在
住
）が
実
験
・
展
示
・
野
生
動
物

の
３
方
面
か
ら
概
説
し
て
い
る
。

　

刊
行
後
、
う
れ
し
い
反
響
も
あ
っ
た
。

札
幌
市
内
の
障
害
者
施
設
で
働
く
若
い
女

性
は
、「
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
読
ん
で
衝
撃
を

受
け
た
」と
、
み
ず
か
ら
が
実
行
委
員
を

務
め
る「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
」で

内
容
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
関
西
の
大
学

生
か
ら「
ゼ
ミ
の
中
で
Ａ
Ｗ
の
進
め
方
な

ど
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
い
」と
メ
ー
ル

が
入
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
を
し
た
こ
と

も
あ
る
。
こ
う
し
た
熱
心
な
若
い
世
代
の

存
在
は
心
強
い
。

　

今
秋
か
ら
連
続
講
座
は
第
９
期
に
入
り
、

「
人
と
動
物
と
の
共
存
・
共
生
を
め
ざ
し

て
」の
タ
イ
ト
ル
で
続
く
。
そ
の
中
か
ら
、

主
体
的
に
Ａ
Ｗ
の
普
及
に
取
り
組
む
人
が

現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
研
究
会

☎︎
０
９
０
・
９
０
８
５
・
９
０
７
８

メ
ー
ル
：

info@
anim

alw
elfare-school.com

Ｈ
Ｐ
：anim

alw
elfare-school.com

/

半年ごとの連続講座の内容を案内するチラシ

動物福祉の入門ガイドとして作
成したブックレット（Ａ５判 56
ページ・無料配布中）

別海町の高橋牧場を見学し、飼い主と牛たちとの関係
などを現場で学習（22年６月）

開講に先立ち、札幌市内で開いた松木洋一さん（日本獣医生命科学大名誉教授・農業経済
学）の講演会（19年 10 月）

Farm
ing

）の
助
成
を
受
け
て
作
成
し
た
、

Ａ
５
判
56
ペ
ー
ジ
の「
入
門
ガ
イ
ド
」で
あ

る（
２
千
５
百
部
・
無
料
で
配
布
中
）。

　

運
営
ス
タ
ッ
フ
と
受
講
者
あ
わ
せ
て
６

人
に
よ
る
分
担
執
筆
で
、
次
の
３
章
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　

①「
家
畜
福
祉
」を
め
ぐ
る
歴
史
と
い
ま

　

②
北
海
道
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

実
践
農
場
を
訪
ね
て

　

③
畜
産
動
物
以
外
の
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

　

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
冒
頭
で
、
わ
た
し
は

Ａ
Ｗ
の
基
本
を
こ
う
定
義
し
た
。

「
動
物
の
習
性
や
生
態
、
生
理
を
理
解
し
、

誕
生
か
ら
最
終
的
な
死
を
迎
え
る
ま
で
の

過
程
に
お
い
て
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
自
由
で
、

行
動
要
求
を
満
た
さ
れ
た
健
康
的
な
生
活

　

・
国
会
議
員
と
考
え
る
Ａ
Ｗ
普
及
の
道

　

・
行
政（
道
お
よ
び
国
）の
取
り
組
み

　

※
第
５
期（
21
年
10
月
～
22
年
３
月
）

　

・
世
界
と
日
本
の
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
活
動

　

・
学
生
た
ち
が
思
う
Ａ
Ｗ
と
は

　

・
動
物
園
動
物
の
Ａ
Ｗ

　

※
第
６
期（
22
年
４
月
～
９
月
）

　

・
Ａ
Ｗ
養
鶏
を
追
求
す
る

　

・「
代
替
肉
」「
培
養
肉
」と
Ａ
Ｗ

　

・
ヒ
グ
マ
か
ら
の
魂
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

聴
く

　

※
第
７
期（
22
年
10
月
～
23
年
３
月
）

　

・
産
業
動
物
獣
医
師
と
し
て
の
仕
事

　

・
絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
マ
ゲ
シ
カ
、

　

猛
禽
類
と
の
共
生

　

・
ヒ
グ
マ
の
実
像
を
学
ぶ

　

※
第
８
期（
23
年
４
月
～
９
月
）

　

・
屠
畜
場
の
Ａ
Ｗ
に
つ
い
て

　

・
宮
島
沼
の
マ
ガ
ン
、
道
内
の
タ
ン

　

チ
ョ
ウ
と
の
共
生

　

・
道
立「
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
」設
立
の

　

た
め
の
保
護
活
動

　

・
有
機
農
業
と
Ａ
Ｗ

　

講
師
の
顔
ぶ
れ
は
、
酪
農
・
畜
産
農
家

や
獣
医
師
、
動
物
保
護
団
体
の
メ
ン
バ
ー
、

研
究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
生
協
関
係

者
、
国
会
議
員
、
行
政
職
員
…
と
多
彩
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
を
担
当
し
た
り
、

複
数
回
の
講
演
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
長
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
受
講
者
は
道
内
や
新
潟
、
東
京
、

沖
縄
…
と
広
が
り
、
毎
回
20
人
前
後
が
参

加
す
る
。
テ
ー
マ
に
よ
る
が
、
道
内
４
割
、

道
外
６
割
と
い
っ
た
感
じ
だ
。
学
生
か
ら

年
配
の
人
ま
で
幅
広
く
、
女
性
が
多
い
。

　

２
時
間
ほ
ど
で
講
座
を
い
っ
た
ん
終
え
、

そ
の
後
は
講
師
と
の
懇
談
の
場
を
設
け
る

よ
う
に
し
て
き
た
。
熱
が
入
り
、
議
論
が

深
夜
に
お
よ
ぶ
こ
と
も
。
自
由
学
校
な
ら

で
は
の
や
り
方
だ
と
自
負
し
て
い
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
筆
者
は
こ
の
講
座
を

札
幌
な
ど
都
市
部
の
人
た
ち
が
積
極
的
に

Ａ
Ｗ
に
つ
い
て
学
び
、
み
ず
か
ら
の
消
費

行
動
を
変
え
た
り
、
関
係
方
面
に
働
き
か

け
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
、
と
願
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か
難
し
い
こ

と
ら
し
く
、
札
幌
圏
な
ど
の
受
講
者
が
や

や
少
な
い
の
が
残
念
だ
。

　

講
座
運
営
チ
ー
ム（
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
研
究
会
）は
今
春
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト「
人
も
動
物
も
満
た
さ
れ
て
生
き
る
」

を
刊
行
し
た（
筆
者
は
編
集
と
一
部
執
筆

を
担
当
）。
イ
ギ
リ
ス
の
家
畜
福
祉
団

体
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｆ（Com

passion in W
orld 

運
営
チ
ー
ム
が
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
刊
行

現
場
で
活
用
し
、
若
い
世
代
も
関
心

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。


